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笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

特　　集

・暑い夏の上手な過ごし方

表紙写真：和束町社会福祉センター前
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• 涼を呼ぶために 
　部屋を片付け身の回りを涼しく整えます。窓を２箇所以上空けて風の通り道を作り
ます。部屋の高い位置にこもった暖かい空気を素早く追い出す為、扇風機をできるだ
け高い位置で首振りにしておきます。
　それでもまだ暑い時はエアコンに頼るしかありませんが、室温が 30℃でも湿度が
50％程度なら、多くの人が涼しいと感じます。そこで冷房をつける前に、窓を開け、
部屋にこもった湿気を換気扇と扇風機で追い出します。窓を閉め、エアコンの除湿機
能で湿度を下げます。まだ暑いと感じたら冷房に切り替える等工夫をしましょう。

• 夏こそ湯船につかろう 
　夏はシャワーで済ます。汗や汚れを流してさっぱりできれば、それでいい。という
人が多いようですが、夜はしっかり湯船につかる方が暑さによる疲れや気になる不調
を取り除いて、ぐっすり眠ることができます。

湯船につかる３つの作用。
　①血行を促して、内臓の機能を高めます。
　②血液やリンパ液の循環がよくなり、疲れの原因になる老廃物の排出を促進します。
　　ムクミ解消にも有効です。
　③筋肉の緊張をほぐすのに効果的です。肩こりや腰痛などの改善に役立ちます。

　３町村の役場では、夏のエコアクションとして、適正冷房（おおむね
28℃に設定）の推進、軽装での勤務（和束町、南山城村では指定ポロシャ
ツを着用）、ゴーヤの苗によるグリーンカーテン等に取り組んでいます。

　暑い夏がやってきました。全国各地で猛暑による熱中症で救急
搬送されるニュースも耳にします。特に高齢者は、発汗など身体
から熱を逃がす機能が低下していますので注意が必要です。
　暑い時は我慢せず、エアコンや扇風機を使いましょう。一方で
電気代の節約、地球温暖化防止やヒートアイランド現象抑制のた
めにエアコンの過度な使用は控え、省エネも心がけたいものです。

　エアコン　
　◦設定温度の調節を適温に。
　◦フィルターの掃除はこまめに。
　◦ブラインドや緑のカーテン（ゴーヤ、アサガオ等）などで日射の進入をカット。

　冷　蔵　庫　
　◦設定温度の再確認を。
　◦扉の開閉は短く、少なく。
　◦できるだけ放熱スペースを。

　照　　明　
　◦電球の取り換え時には省エネ性の高いランプに。
　◦調光機能を使う。

　夏の省エネは、できるだけ電気を使わずに涼しく時間を過ごすことがポイントです。

電気を効率よく使うための省エネのポイント
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特　集

熱中症に注意しましょう 
　熱中症は、高温の場所などで体温調節機能が働かなくなり、体の水分・塩分などの
バランスが崩れた状態で、死に至ることもあります。運動時だけでなく、日常でも注
意が必要です。適切な予防と、症状・応急処置を覚えておきましょう。

和束Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

和束Ｂ＆Ｇ海洋センタープールでは下記の日程で
一般開放を実施します。暑い夏を乗り切るため是非
ご利用下さい。

一般開放日時
　日　程　　7 月18 日（土）から8月31日（月）まで
　　　　　　火曜日と木曜日は休館日となります。
　時　間　　午後 1 時 30 分から午後 4 時まで

利用料金

　※小学校 3 年生以下の方がご利用の場合は、保護者の
　　同伴が必要です。
　※利用料金は、ご利用当日受付でお支払い下さい。
　※天候が不順な時や急変した時は、予告なく中止や利
　　用時間の短縮をすることもありますので、ご了承く
　　ださい。

マリンレジャーを安全に愉しむために

　マリンレジャーシーズンに入り、海へ遊びに行く機会も増えてきます。自然に
触れ、親しむことはとても楽しいものですが、その一方で水の事故も後を絶たず、
全国的に８月、９月にかけて、マリンレジャー中に尊い命が失われる事故が多く
発生しています。

【事故を防ぐためには】
①疲れているとき、飲酒したときは絶対に海に入らないで下さい。特に飲酒後の遊泳（酔泳）は非常に危険です。
②保護者の方については、小さなお子さんからは目を離さないようにして下さい。
③プレジャーボートなどで遊ばれる方は、ライフジャケットの着用、連絡体制の確保（防水パックに入れ
　た携帯電話の携行）をお願いします。

【事故が発生したときや事故を発見したときは】
　迷わず、素早く「１１８番」へ連絡をお願いします。

熱中症予防の５つのポイント
１．暑さを避ける（帽子・日傘を使用、日陰を歩く）
２．服装を工夫する（吸水性の良い下着、襟元は緩く、黒
　　い服は避ける）
３．こまめに水分を補給する（のどが渇く前に水分・塩分
　　補給、アルコールは控える）
４．急に暑くなる日に注意する
５．個人条件を考慮（脱水、朝食抜き、高齢、幼児）

熱中症になったときは
・めまい、立ちくらみ、大量の汗、こむら返り⇒初期の症状です。
　スポーツドリンク等で水分・塩分を補給してください。
・頭痛、吐き気、体のだるさ、力が入らない⇒重症化し始め
　ています。
　涼しいところで足を高くして休み、水分・塩分を補給して
　ください。
・けいれん、失神、呼びかけに対し反応がおかしい、まっすぐ
　歩けない、体に触ると熱い⇒危険な状態です。すぐに救急
　車を呼び、救急隊到着まで氷などで体を冷やしてください。

南山城小学校プール

　相楽東部広域連合立
南山城小学校ではプー
ルの一般開放を実施し
ます。村内外を問わず
ご利用いただけます。

一般開放日時
　日　程　　8月10日（月）から8月16日（日）まで
　時　間　　午後 1 時から午後 4 時まで

利用料金　　無料
　※天候が不順な時や急変した時は、予告なく中止や利用
　　時間の短縮をすることもありますので、ご了承くだ
　　さい。

プール利用に係る注意事項
◦プールを利用される方は、体調について自己管理
　を行い、自己責任のもとにご利用願います。
◦利用の際は、プール安全監視員等の指示に従いマ
　ナーを守ってご利用ください。
◦小学生以下の児童・幼児につきましては、必ず保
　護者の責任によりプールサイドでの監視をお願い
　します。

プ ー ル の 一 般 開 放

町内在住 町外在住
幼　児 50 円 80 円
小中学生 100 円 150 円
高校生・一般 150 円 200 円
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まちの話題まちの話題

　今年も、村内の製茶工場からのご好意でいただいたお茶（160㎏）を 6 月 17 日（水）に、特別養護老人ホー
ムをはじめ 15 ヶ所の施設にお届けしました。このお茶の寄贈は、村を離れ施設で暮らしている方に村のお
茶を飲んでもらおうと始められたのがきっかけで、毎年特別養護老人ホーム等の施設に届けているもので
す。各施設からは「お茶が届くのを毎年楽しみにしています」との声が多く聞かれました。
　今回、お茶をいただいた製茶工場と届けた施設は次のとおりです。

南山城村　心温まるお茶の寄贈

　７月５日（日）、笠置町東部区第 17 回スポーツ大会が開催されました。
　笠置町の東部区民が東部区集会所に集まり、ミニボウリング、スカットボール、
競技輪投げを行いました。
　前日の雨の影響によりゲートボール場が使えませんでしたが、参加者は明るく元
気に競技を楽しまれました。お昼には恒例のカレーライスをみんなで食べ、午後か
らも楽しく競技に励み、親睦を深めました。
　地域住民のつながりが希薄になりつつあるといわれている昨今、このような区民
同士の交流の機会をよりいっそう大切にしていきたいものです。

笠置町　東部区スポーツ大会

木津川を美しくする会笠置町支部 河川敷美化清掃活動
　６月 13 日（土）に、木津川で
清掃活動が実施されました。木津
川を美しくする主旨のもと、ボラ
ンティアの方にも参加いただき、
木津川河川敷の草刈り、ゴミ拾い
などを実施しました。木津川の景
観を次世代に残すため、今後も木
津川を美しくする活動に取り組ん
でいきます。

　７月７日（火）、８日（水）の２日間、宇治茶会館（宇治市）において、第 33 回京都府茶品評会の審査
会が開催されました。
　この品評会には、煎茶（30 点）、かぶせ茶（47 点）、玉露（74 点）、てん茶（137 点）が出品され、「お
茶の形や色、香、味」の各項目について審査が行われた結果、南山城村では煎茶の部において、中窪耕司
さん（田山）が見事、１等１席の栄誉に輝かれました（農林水産大臣賞申請予定）。その他、１等２席にはコー
カ共同製茶（高尾）、２等３席には（農）グリーンティー高尾（高尾）が入賞されるとともに、京都府知事
優勝旗（産地賞）の受賞（16 年連続の 23 回目）が確実となりました。
　品評会に出品いただきました生産者の皆様のご努力に感謝申し上げます。

宇治茶の主産地 南山城村の名声高まる！

お 茶 を 届 け た 施 設
南山城村社会福祉協議会（南山城村） ライフサポート協会　庵（木津川市）第二梨ノ木園（三重県）
加茂きはだ園（木津川市） 神の園（精華町） おおぞら（三重県）
わらく（和束町） いづみ福祉会（木津川市） かしのみ園（三重県）
加茂の里（木津川市） せせらぎ苑（奈良県） 福寿園（三重県）
山城ぬくもりの里（木津川市） 香梅苑（奈良県） 青葉仁会（奈良県）

寄 贈 を い た だ い た 製 茶 工 場
グリーンティー高尾 コーカ共同製茶 田山南部共同製茶工場 田山第一共同製茶工場
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まちの話題まちの話題
第65回社会を明るくする運動笠置町推進委員会

　７月は社会を明るくする運動の強調月間です。その一環として、
笠置町では７月１日（水）に、早朝は JR 笠置駅にて住民への街頭
啓発が実施されました。その後、社会を明るくする運動笠置町推進
委員会が、笠置町産業振興会館において開催されました。
　内閣総理大臣からの「犯罪に戻らない・戻させない」の宣言のも
と、犯罪や非行の防止と、犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支
え、地域社会の理解と協力を深め、各団体の報告を受けて今後の取
組みの確認をしました。

☆更生保護女性会ミニ集会

　 ７ 月 23 日（ 木 ） に は、
更生保護女性会のミニ集会
が行われ、子どもたちを支
える「地域のチカラ」と題し、
保護司の方より講演してい
ただきました。

街頭啓発

推進委員会更生保護女性会

笠置「ちびっこ」まつり開催

笠置保育所、和束保育園で七夕会、南山城保育園では夏祭りを行いました

　夏休み初日の７月 18 日（土）、第 33 回笠置「ちびっこ」まつりが笠置会館周辺で開催されました。
　開会式の後はカレーを食べ、午後からは児童館内でブンブンロケット、牛乳パック船、ブレスレットな
どのおもちゃを作りました。その後、笠置会館内で「パペットシアターらせんくらぶ」による紙芝居と人
形劇を鑑賞しました。
　最後には恒例のアユの塩焼きをみんなで
食べました。
　週末の台風の影響により、予定されてい
た魚つかみは中止となりましたが、子ども
たちは元気よく楽しんでいました。

　７月７日（火）笠置保育所、和束保育園では七夕会を、７月 11 日（土）南山城保育園では夏祭りを行い
ました。
　笠置保育所では紙芝居による七夕のお話を聞いた後、願いごとを書いた短冊やたくさんの七夕飾りを笹
に付けて彩りました。
　和束保育園では、子ども達がホールに集合し七夕の歌を唄い、七夕にちなんだ人形劇を鑑賞しました。
人形劇は、織姫・彦星の話を保育士と英会話講師が日本語と英語を交えて行い、子ども達はお話を聞いたり、
聞き覚えた英語の単語を言ってみたりしながら楽しみました。あいにくのお天気でしたが、空の上では織
姫と彦星が会えることを聞き、子ども達は安心した様子でした。
　南山城保育園では、園内や園庭に様々なブースを設け夏祭りを開催しました。保護者会の皆さんのご協
力もあり園児達は普段と違った保育園のひと夏をすごしました。

笠置保育所 和束保育園 南山城保育園
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笠置町
対　象　75 歳以上の笠置町住民
日　時　９月 15 日（火）
　　　　午後１時〜午後 3 時 30 分
　　　　（開場時間　午後 0 時 30 分）
場　所　笠置町産業振興会館
内　容　式典、演芸等

問合せ　笠置町社会福祉協議会
　　　　☎０７４３-９５- ２７５０

和束町
　数え 70 歳以上の方
日　時　９月 19 日（土）
　　　　午前９時～午後 0 時 30 分
場　所　和束町社会福祉センター
内　容　式典、講演会、アトラクショ
　　　　ン等

問合せ　和束町福祉課
　☎０７７４-７８- ３００１（代）

南山城村
　70 歳以上の方々を対象
日　時　９月５日（土）
　　　　午後１時 30 分〜
場　所　やまなみホール
内　容　式典、松本恵美子さんによる
　　　　歌謡ショー、横山たかし・
　　　　ひろしさんによる漫才等
※事前の参加申し込みは必要ありません。

問合せ　南山城村保健福祉課
☎０７４３-９３- ０１０４（直通）

敬老会のご案内

保健・福祉

　８月実施の集団検診を受診出来ない方や、子宮体がん検診を希望される方に、医療機関で受けていただ
く子宮がん個別検診を９～ 11 月の３カ月間実施します。この機会を活用して是非受診ください。

◆医療機関案内◆

子宮がん個別検診のお知らせ（南山城村）

◆検診費用◆
　子宮頸がん　1,000 円　子宮体がん・頸がん　1,500 円
　無料クーポン券の方は自己負担なし。

◆申し込み◆
　８月 14 日（金）までに希望される医療機関を南山城村保健福祉
センターまで電話でお申し込み下さい。（☎ 0743 − 93 − 0294）
　後日受診票を個人宛送ります。
　集団検診は８月 17 日（月）・24 日（月）
の２日間です。申し込みがまだの方は
お申込み下さい。

先月号での訂正とお詫び　　

　乳がん、子宮がん集団検診（南山城村）の日時が８月 21 日（金）と記載がありま

したが、正しくは８月 17 日（月）と 24 日（月）の２日間です。

　訂正し、お詫び申し上げます。

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問い合わせください。
月　　日 診療科目

　９月 ６ 日（日） 内科・小児科
　９月 13 日（日） 内科
　９月 20 日（日） 内科
　９月 21 日（祝・月） 内科・小児科
　９月 22 日（祝・火） 内科
　９月 23 日（祝・水） 内科
　９月 27 日（日） 内科・小児科
※急に変更になる場合があります。
　８月のスケジュールは広報紙７月号をご覧く
　ださい。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774-73-9988（直通）

山城南保健所管内
医療機関名 所在地 電　話

京都山城総合医療センター（山城病院）
※火曜日午前の受診 木津川市木津駅前１丁目 27 番地 0774 － 72 － 0235

えくにレディスクリニック 精華町精華台３丁目 12 －２ 0774 － 95 － 9168
下里医院 精華町山田下川原 22 － 2 0774 － 72 － 1212

岩田レディースクリニック 木津川市相楽台１―３
高の原イオンショッピングセンター３F 0774 － 73 － 6001

きゅうまウイメンズクリニック 木津川市州見台７丁目１－ 28 0774 － 71 － 8163
華クリニック 木津川市兜台４丁目３－９ 0774 － 72 － 2724

伊賀市内
医療機関名 所在地 電　話

森川病院 伊賀市上野忍町 2516 －４ 0595 － 21 － 2425
中産婦人科緑ヶ丘クリニック 伊賀市緑ヶ丘本町 761 0595 － 21 － 5678
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保健・福祉

お母さん、お父さんの不安を少しでも解消するために、
小児救急フォーラムを開催いたします。

日　　時　　９月12日（土）　午後 1 時～午後 4 時（講演は午後 2 時〜）
場　　所　　アスピアやましろ
内　　容　　（1）　講演：「こどもの感染症と急病対策」
　　　　　　　　　「ワクチンが防ぐ小児の感染・救急疾患～お父さんにも分かる最近のワクチン事情～」
　　　　　　　　　　　京都山城総合医療センター　小児科　　加納　原　医師　　　　
　　　　　　　　　「気をつけたい小児の感染症」　
　　　　　　　　　　　つなもと医院　　綱本健太郎医師
　　　　　　（2）　救急対応実技講習等　（定員 20 人：事前申込み）（見学は自由です。）
　　　　　　　　　「小児救急搬送の現状と実際の対応」
　　　　　　　　　　　相楽中部消防本部　　救急救命士
　　　　　　（3）　そ の 他 　お父さん・お母さんのための情報提供コーナー
　　　　　　　　　◦がん検診受診キャンペーン
　　　　　　　　　◦栄養いっぱい“お米のみりょく”　他
参　加　費　　無　料
申込方法　　実技講習に参加希望の方は、次の事項を明記の上、郵送、FAX 又はメールで、京都府山城南保健所
　　　　　　「小児救急フォーラム担当」あてにお申込みください。
　　　　　　※参加申込は、実技講習に参加する方のみです。聴講、見学は自由です。
　　　　　　①代表者の氏名　　　　　　　　　　　　　　　②代表者の郵便番号・住所
　　　　　　③連絡先（電話・携帯、メールアドレス等）　　　④参加者全員の氏名（性別、年齢（お子さんを含む全員））
　　　　　　⑤生後６ヶ月以上で就学前のお子さんの保育ルームの利用の有無　（留意事項）
　　　　　　　・会場には保育ルームを設置し、生後６ヶ月以上で就学前のお子さんをお預かりします。
　　　　　　　・会場内の事故の発生を防ぐため、原則、保育ルームを利用していただきます。（申込時に申出）　　
　　　　　　　・実技講習・保育ルームは定員になり次第、受付終了させていただきますので、ご了承願います。
　　　　　　　　（参加・利用いただけない場合のみ、保健所から連絡いたします。）
　　　　　　　・実技講習の定員が満たない場合、申込みされていない方でも当日参加できます。
申込期限　　８月 31 日（月）必着 （実技講習・保育ルーム）
申込み先　　〒 619-0214　木津川市木津上戸 18-1
　　　　　　京都府山城南保健所　企画調整室「小児救急フォーラム担当」
　　　　　　☎ 0774-72-4301　　FAX 0774-72-8412
　　　　　　e-mail：yamashin-ho-minami-kikaku@pref.kyoto.lg.jp
　　　　　　※個人情報の取扱いについて、小児救急フォーラム以外の目的で使用いたしません。

シ
リ
ー
ズ　

相
楽
医
師
会　

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
５「
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
キ
ン
ケ
ア
」

　
「
赤
ち
ゃ
ん
に
湿
疹
は
つ
き
も

の
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
方
が
多

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
湿
疹
が
で
き
な
い

よ
う
に
、
生
後
早
期
か
ら
の
ケ
ア

が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
湿
疹
の
主
な

原
因
は
、
皮
膚
の
乾
燥
に
よ
る
バ

リ
ア
機
能
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に
よ
り
、
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因

物
質
が
経
皮
的
に
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入
す
る
こ
と

で
す
。
最
近
の
知
見
を
ま
と
め
る

と
、
次
の
よ
う
に
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す
。

◦
乳
児
期
の
湿
疹
の
う
ち
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％

が
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
関
与

す
る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で
あ

る
。 

◦
皮
膚
の
バ
リ
ア
障
害
を
伴
う
湿

疹
部
位
か
ら
の
食
物
ア
レ
ル
ゲ

ン
の
感
作
が
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

と
そ
の
後
の
ア
レ
ル
ギ
ー
マ
ー

チ
※
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
報

告
が
増
え
て
い
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー

マ
ー
チ
を
予
防
す
る
観
点
か
ら
、

乳
児
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
を

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

◦
経
皮
感
作
の
予
防
に
は
、
皮
膚

バ
リ
ア
機
能
を
よ
い
状
態
に
維

持
す
る
こ
と
、
湿
疹
が
で
き
た

と
き
に
は
早
期
に
修
復
す
る
こ

　

と
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
、

生
後
早
期
か
ら
（
ま
だ
湿
疹
が

で
き
て
い
な
い
時
か
ら
）
の
ス

キ
ン
ケ
ア
の
徹
底
が
必
要
で
あ

る
。

ス
キ
ン
ケ
ア
の
原
則

「
き
れ
い
に
、
そ
し
て
し
っ
と
り
と
」

⑴　

石
鹸
を
使
っ
て
、
顔
を
含
む

全
身
を
優
し
く
洗
い
流
す
こ
と

が
肝
心
。
手
で
洗
い
流
す
か
、

ガ
ー
ゼ
タ
オ
ル
程
度
ま
で
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
石
鹸
を
使
う
の

は
沐
浴
の
時
だ
け
で
、
そ
れ
以

外
の
ケ
ア
時
に
は
、
押
さ
え
拭

き
く
ら
い
で
汚
れ
を
取
り
除
け

ば
十
分
で
す
。

⑵　

汚
れ
を
落
と
し
た
あ
と
、
で

き
る
だ
け
早
く
（
５
分
以
内
に
）

保
湿
を
行
い
ま
す
。
強
く
擦
り

込
ま
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。

薄
く
光
っ
て
見
え
る
程
度
に
塗

り
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ア
を
１
日
最
低

２
回
継
続
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ン
ケ
ア
を
十
分
に
行
っ
て
い

て
も
湿
疹
が
悪
化
す
る
場
合
は
、

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
ア
ト
ピ
ー
素
因
の
あ
る
人
に
ア
レ
ル

　

ギ
ー
性
疾
患
が
次
か
ら
次
へ
と
発
症

　

し
て
く
る
様
子
。

相
楽
医
師
会

　

く
わ
は
ら
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

桑
原　

勲

小児救急フォーラム
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安心・安全

夏の交通事故防止府民運動

※８月 21 日（金）午後 3 時から、京都府警察音楽隊ふれあいコンサート広報啓発活動を、高の原イオン
　で行います。交通事故防止の反射材等をお配りします。多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

木津警察署

７月21日（火）〜８月20日（木）
自転車を利用するときは
　　○　子どもにはヘルメット！
　　○　交通ルールを守りましょう

車を利用するときは
○　車に乗ったら全席シートベルト！
○　安全速度を守る
○　子どもや高齢者を見かけたら
　　スピードダウン、思いやり
　　運転をお願いします

お詫びと訂正　　　７月号の「出水期を前に危険箇所調査」の記事で　「和束町・木屋」と記載していましたが、正しくは「和束町・
　　　　　　　　　別所」となります。訂正し、お詫び申し上げます。

　７月３日（金）に笠置町産業振興会館にて相楽東部広
域連合及び３町村と木津警察署による「相楽東部安全・
安心まちづくり会議」設置に関る協定の調印式が行われ、
協定が結ばれました。
　この取り組みは３町村と警察署で住民・行政・警察が
三位一体となり犯罪のない安全・安心なまちづくりの推
進と少年非行を生まない地域づくり等を推進するため結
ばれたものです。今後もより一層の連携を図り、住民の
皆さんが豊かに安心して暮らせる笠置町・和束町・南山
城村を創るよう取り組んでいきます。

相楽東部安全・安心まちづくり会議設置に関する協定が締結されました

左から　松本 笠置町長（相楽東部広域連合長）・堀 和束町長・
　　　　手仲 南山城村長・安代 木津警察署長

　７月 13 日（月）、14 日（火）に、相楽中部消防組合消防本部による
水難救助訓練が、笠置大橋上流の木津川で実施されました。
　夏休みになると観光客が増え、水難事故が発生しやすくなることも予
想されます。そのため、万一の事態に備え、毎年この時期にボート訓練
と潜水訓練が行われています。今回、奈良市消防局が訓練を視察されま
した。
　夏を楽しく過ごすために、水難事故やその他の事故に注意しましょう。

木津川で水難救助訓練

子どもたちの安全を守る！夏休みパトロール
　南山城村青少年育成協議会と笠置町青少年育成委員会では、子どもたちが安全に夏休みを過ごせるよう、
それぞれ地域でパトロールを行います。
　南山城村では、７月 23 日（木）に育成協議会の役員がパトロー
ルの告知や協力の呼び掛けを行い、夏休み期間中に地域の委員
がそれぞれの地域内をパトロールします。
　また、笠置町では育成委員会の委員が各班にわかれ、７月
24 日（金）から夜間パトロールを始めました。期間中にコン
ビニエンスストアやＪＲ笠置駅など、町内の施設を回りながら
子どもたちへの声かけなどを行うほか、８月１日（土）に開催
される笠置夏まつりにおいて啓発活動も実施します。

『待つゆとり　笑顔で過ごす　古都の夏』

笠置町青少年育成委員会夜間パトロール
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観光・イベント

　灯ろう流しは先祖や水難者の霊を慰めるた
めに始まりました。幻想的な灯ろう流しの風景
を一緒に体験してみませんか。

日　時　　８月 16 日（日）午後７時頃～
場　所　　木津川（笠置大橋上流 200 ｍ）
問合せ　　一般社団法人　観光笠置
　　　　　☎０７４３－９５－２８８０

※灯ろうをご希望の方は前日 15 日（土）までに
　観光笠置（産業振興会館内）へお申し出ください。

　今年も全国ご当地鍋フェスタが開催されます。笠置
名物のきじ鍋をはじめ、全国から集まったご当地鍋や
ご当地グルメをご賞味ください。

開催まで あと ４か月
日　時　12 月 6 日（日）
　　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分
場　所　わかさぎ温泉笠置いこいの館前広場
問合せ　全国ご当地鍋フェスタ実行委員会事務局
	 （笠置町企画観光課）
　　　　☎０７４３－９５－２３０１

☆★☆★☆　やまなみコンサート Vol.5　☆★☆★☆
〜　百花繚乱　木津川に響く　バロックの調べ　〜

＊＊＊＊＊　コントラバスセミナー in 南山城村２０１５参加者によるコンサート　＊＊＊＊＊

コントラバス大集合 !!

　明るく　やわらかく　軽快に　くるくると表情をかえる　音楽につつまれて
ゆったりとしたひとときをすごしませんか？

8 月 11 日（火） 　午後 6 時　開演
入場料：無料　　　問合せ：やまなみホール
☎ 0743-93-0560　FAX0743-93-0596

ー　プログラム　ー
　★ J.C.F. バッハ ： ソナタ　イ長調
　★ G.P. テレマン ： ターフェル・ムジーク
　　　　　　　　　　（食卓の音楽）第３集

ー　出　　　演　ー
　★　大阪チェンバーオーケストラ　★

4 人のベーシストによる華麗なるソロ。
そしてホールに鳴り響く 迫力の重低音アンサンブル。

どうぞこの機会に 心ゆくまでご堪能下さい。

日　時　８月 23 日（日）
　　　　午後 3 時開演　（午後 2 時 30 分開場 )
場　所　南山城村文化会館　ロビー
入場料　500 円（中学生以下無料）
主　催　南山城村
問合せ　やまなみホール　☎ 0743-93-0560

渡邉　玲雄　新日本フィルハーモニー交響楽団首席
　　　　　　愛知県立芸術大学講師

吉田　　秀　NHK交響楽団首席、東京藝術大学准教授、
　　　　　　東京音楽大学客員教授

池松　　宏　東京都交響楽団首席、東京藝術大学准教授、
　　　　　　国立音楽大学客員教授

石川　　滋　読売日本交響楽団ソロコントラバス
　　　　　　洗足学園音楽大学客員教授

　　　　　　セミナー受講生の皆さん

やまなみコンサート Vol.1 より

― プログラム ―
● 講師によるソロコンサート
● 受講生全員によるベースオーケストラ
● コントラバスを体験してみよう！
　やまなみホールにある２台のコントラ
　バスを弾いてみよう。

灯ろう流しのお知らせ 第６回全国ご当地鍋フェスタ
「鍋－１グランプリ」開催決定!!
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教育

学校における夏季休業期間中の
業務休止日の設定について

　連合教育委員会では、教職員等の健康を保持・増進し、心身のリフレッシュを図るとともに、
総実働時間の短縮並びに計画的な休暇の取得を促進するため、管内小・中学校における夏季
休業期間中の業務休止日を設定します。
　ご承知いただくとともに、ご理解とご協力をお願いします。

　　■ 業務休止日　　８月 11 日（火）、12 日（水）、13 日（木）
　　■ 緊急連絡先　　相楽東部広域連合教育委員会　☎０７７４－７８－４３３５

☂ ☂ ☂　雨の日だって、浴衣で宵涼み　☂ ☂ ☂

第５回宵待ち隣町の宵涼み会を実施しました。
　７月４日（土）、笠置いこいの館屋外エントランスにおいて『宵待ち隣町の宵涼み会』が開催され、管内
３町村から約 500 人が参加しました。
　文化活動の発信や地域住民の交流を目的としたこのイベントは今年で５回目を迎え、地域の方にも馴染み
ある行事となり、当日はあいにくの小雨でしたが、家族連れや浴衣を着た子どもたちで賑わいました。ス
テージでは、主催者の社会教育委員会議のみなさんによる人形劇が披露され、展示コーナーでは和束町の
絵画サークル『和風会』や南山城村の『やまなみ句会』の協力による絵画や灯籠の展示もありました。また、
笠置町南部青年団による協力もあり、３町村のイベントとして根付いてきています。
　教育委員会では、今後も３町村の住民を対象とした多種多様な社会教育事業を計画していますので、ぜ
ひご参加ください。

スポーツで交流しよう！～子どものスポーツ交流会～
　７月 11 日（土）、南山城小学校においてスポーツ推進委員会
主催事業「子どものスポーツ交流会」が開催されました。
　今年度は、ニュースポーツ『マイパック』なども取り入れ、
管内３小学校の児童が入り混じって４チームで競い合いました。
　『マイパック』は対戦する２チームが交互に６個ずつパックを
打ち込み、的に残ったパックの点数で勝敗が決まります。児童
たちは巧妙な作戦を考えながら試合を進め、上手くパックが的
に入ったり、相手のパックを弾き飛ばして逆転したりと、チー
ムが一つになって喜びを分かち合いました。

�
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落
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館
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対
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０
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５
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５
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育
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４
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４
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３
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ち
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Ｐ
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ッ
ク
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好
き
な
本
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
本
に
つ
い
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語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

実
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月
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日
（
金
）
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後
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９
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和
束
町
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験
交
流
セ
ン
タ
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対
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村
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住
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勤
の
中
学
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参
加
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無
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（
お
茶
を
ご
用
意
し
ま
す
）

定　

員　

先
着
10
名

申
込
受
付　

８
月
24
日
（
月
）
～
９
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
Ｈ
Ｐ
ま
た

　
　
　
　

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
和
束
町
高
齢
者
講
座
』（
和
束
町
）

実
施
日　

８
月
24
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
２
時
50
分

場　

所　

和
束
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

松
本
行
紀
さ
ん

参
加
対
象　

和
束
町
在
住
の
65
歳
以
上

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
30
名

申
込
受
付　

８
月
３
日
（
月
）
～
17
日
（
月
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

こ
の
事
業
は
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

　
　
　
　

ト
学
級
と
の
共
催
で
す
。

『
や
ま
な
み
大
学　
第
３
講
』

（
南
山
城
村
）

実
施
日　

８
月
３
日
（
月
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
45
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

作
家　

青
木
新
門
さ
ん

参
加
対
象　

南
山
城
村
在
住
の
60
歳
以
上

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

そ
の
他　

こ
の
事
業
は
南
山
城
村
人
権
教
育
研

修
会
と
の
共
催
で
す
。

『
親
と
子
の
茶
道
教
室　
ゆ
か
た
茶
会
』

実
施
日　

８
月
16
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

８
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
平
成
27
年
度
消
費
生
活
講
座
』

実
施
日
・
テ
ー
マ

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

時
間
・
場
所　

第
１
回
〜
３
回　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　

相
楽
会
館　

大
ホ
ー
ル

　
　
　
　

第
４
回　

正
午
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　

大
阪
ガ
ス　

ハ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　

※
大
型
バ
ス
で
移
動

定　

員　

第
１
回
〜
３
回
は
50
人
、
第
４
回
は
40
人

　
　
　
　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

対　

象　

木
津
川
市
及
び
相
楽
郡
に
在
住
・
在
勤
・

　
　
　
　

在
学
の
方

参
加
費　

無
料

申
込
受
付　

第
１
回　

９
月
９
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　

第
２
回　

９
月
18
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　

第
３
回　

９
月
24
日
（
木
）
ま
で

　
　
　
　

第
４
回　

10
月
15
日
（
木
）
ま
で

問
合
せ　

　

※
７
月
１
日
（
水
）か
ら
、
消
費
生
活
相
談
窓

　
　

口
等
を
案
内
す
る
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

　
　

ン
」
は
、
３
桁
の
電
話
番
号　

１
８
８
番

　
　

で
も
案
内
を
開
始
し
ま
し
た
。

『
上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集
』

実
施
日　

９
月
13
日
（
日
）

時　

間　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
か
ら
新
生
児
）、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
、

　
　
　
　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

　
　
　
　

使
用
方
法
、
傷
病
者
管
理
法
、
副
子

　
　
　
　

固
定
法
、
熱
傷
の
手
当
、
搬
送
法

対　

象　

木
津
川
市
、笠
置
町
、和
束
町
、南
山
城

　
　
　
　

村
に
在
住
ま
た
は
、
勤
務
す
る
方

　
　
　
　

※
原
則
、
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。

定　

員　

先
着
30
名

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

講
　
座

募
　
集

お
し
ら
せ

おしらせ

第
４
回　

10
月
22
日

（
木
）

第
３
回　

９
月
30
日

（
水
）

第
２
回　

９
月
26
日

（
土
）

第
１
回　

９
月
16
日

（
水
）

回
・
実
施
日

①
戦
後
70
年
記
念
事
業
「
火
の
あ
る
暮

　

く
ら
し
」

②「
食
べ
る
こ
と
」「
作
る
こ
と
」で
毎
日

　

元
気
に
！

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
生
活
設
計
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ひ
ろ
が
る
消
費
文

化
」
～
パ
ソ
コ
ン
・
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ

ホ
と
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
る
～

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
概
要
説
明

「
特
殊
詐
欺
・
悪
質
商
法
の
手
口
と
対
策
」

テ
ー
マ　
　
　
　

南
山
城
村

和
束
町

笠
置
町

相
楽
郡
広
域

事
務
組
合

町
村
名
等

産
業

生
活
課

農
村

振
興
課

企
画

観
光
課

事
務
局

担
当
課

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
５

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
４
２
１

電
話
番
号

�



そ
の
他　

筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

　
　
　
　

い
。（
ス
カ
ー
ト
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
）

　
　
　
　

開
始
15
分
前
に
は
集
合
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

各
自
で
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
お
昼
休
み
の
外
出
は
可
能
で
す
）

申
込
受
付　

８
月
３
日
（
月
）
〜
８
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
72
・
２
１
１
９
㈹

第
43
回
木
津
川
を

美
し
く
す
る
会
作
品
募
集

　
「
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
」
で
は
、
ふ
る
さ

と
の
木
津
川
を
み
ん
な
の
手
で
守
り
、
子
ど
も

た
ち
に
美
し
い
川
を
残
そ
う
と
、
河
川
敷
の
清

掃
や
啓
発
、
さ
ら
に
は
児
童
・
生
徒
を
中
心
と

し
た
作
品
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
種
目
及
び
規
格

　

①
標　

語　

河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も
の

　

②
短　

歌　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

　

③
俳　

句　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

　

④
詩　
　
　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
（
８
０
０
字
以
内
）

　

⑤
作　

文　

木
津
川
及
び
河
川
美
化
を
主
題
と

　
　
　
　
　
　

し
た
も
の
（
小
中
学
生
に
限
る

　
　
　
　
　
　

１
６
０
０
字
以
内
）

　

⑥
ポ
ス
タ
ー　

河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
（
小
中
学
生
に
限
る
。
サ
イ
ズ
：

　
　
　
　
　
　

画
用
紙
四
切
）

　

⑦
書　

道　

木
津
川
及
び
河
川
美
化
を
主
題
と

　
　
　
　
　
　

し
た
も
の
（
サ
イ
ズ
：
小
中
学
生

　
　
　
　
　
　

は
書
き
初
め
用
八
つ
切
り
サ
イ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

※
１
人
１
種
目
２
点
以
内

受
付
期
間　
　

８
月
28
日（
金
）ま
で　

　

※
木
津
川
市
及
び
相
楽
郡
内
小
中
学
校
を
通

　
　

じ
て
応
募
す
る
児
童
生
徒
の
場
合
に
お
い

　
　

て
、
各
小
中
学
校
か
ら
各
市
町
村
支
部
事

　
　

務
局
へ
の
受
付
期
限
は
９
月
４
日
（
金
）

問
合
せ　

木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
本
部
事
務
局

　
　
　
　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
18
ー
１

　
　
　
　

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局

　
　
　
　

木
津
地
域
総
務
室
内

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
０
５
１

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
８
５
３
１

　
　
　
　

笠
置
町　

税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１

　
　
　
　

和
束
町　

農
村
振
興
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１

　
　
　
　

南
山
城
村　

産
業
生
活
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
５

平
成
27
年
度　
自
衛
官
募
集
案
内

募
集
種
目
及
び
試
験
期
日
等

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す
。

問
合
せ　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　
　

☎ 

０
７
５
・
８
０
３
・
０
８
２
１

　
　
　
　

h
ttp

://w
w

w
. m

od
.go.jp

/

　
　
　
　
　

pco/kyoto/ 

　
　
　
　

recruit1-kyoto

＠pco.m
od.

　
　
　
　
　

go.jp 

『
第
23
回
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ

ど
い
』
出
演
団
体
募
集

　

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会
は
、

第
23
回
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
の
出
演
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　

平
成
28
年
２
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）

場　

所　

精
華
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
か
し
の
き
苑
」

　
　
　
　

相
楽
郡
精
華
町
大
字
南
稲
八
妻
小
字

　
　
　
　

砂
留
22
ー
１

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
94
・
５
２
０
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
93
・
２
２
７
８

募
集
内
容　

演
奏
、
合
唱
、
民
踊
、
詩
吟
、
舞
踊
な
ど

　
　
　
　

の
グ
ル
ー
プ
の
舞
台
発
表

募
集
団
体　

10
団
体
程
度

　
　
　
　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
出
演
を

　
　
　
　
　

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

出
演
時
間　

入
退
場
を
含
め
て
１
団
体
15
分
以
内

　
　
　
　
（
厳
守
）

出
場
資
格　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
在
住
又
は

　
　
　
　

活
動
す
る
５
人
以
上
の
団
体
。

出
場
条
件　

出
演
団
体
の
代
表
者
は
実
行
委
員
会
委

　
　
　
　

員
と
な
る
こ
と
。

出
演
料
・
入
場
料　

無
料

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に「
第
23
回
相
楽
の
文
化
を
創

　
　
　
　

る
つ
ど
い
」出
演
希
望
と
明
記
し
、
グ

　
　
　
　

ル
ー
プ
名
、出
場
予
定
人
数
、発
表
種
目

　
　
　
　

と
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　
　
　
　

を
記
入
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15（
相
楽
会
館
内
）

　
　
　
　

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会

締　

切　

８
月
31
日
（
月
）〔
消
印
有
効
〕

　
　
　
　

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、相
楽
の
文
化
を

　
　
　
　

創
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
４
２
１

京
都
府
警
察
官
等
採
用
試
験

問
合
せ　

京
都
府
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　
　
　
　

☎ 

０
１
２
０
・
５
５
５
・
３
１
４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　

☎ 

０
７
５
・
４
１
５
・
３
１
４
０（
直
通
）

　
　
　
　

http://w
w

w
.p

ref.kyoto.jp/

　
　
　
　
　

fukoi/ 

茶
源
郷
和
束　
フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ

コ
ン
テ
ス
ト

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
め
ざ
す
和
束
町
の
生

業
の
茶
畑
景
観
な
ど
、
茶
源
郷
和
束
の
風
景
・

自
然
・
文
化
を
題
材
に
し
た
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ

を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

和
束
町
の
お
茶
の
あ
る
風
景
・
自
然
・

　
　
　
　

文
化

募
集
期
間　

７
月
１
日
（
水
）
～ 

10
月
９
日
（
金
）

応
募
規
格　

〈
フ
ォ
ト
〉

　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ
切
サ
イ
ズ
（
ワ
イ
ド

　

可
能
）。

　

デ
ジ
タ
ル
写
真
は
Ａ
４
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の

　

光
沢
紙
。

　

た
だ
し
、
組
写
真
、
合
成
写
真
、
台
紙
、
パ
ネ

　

ル
貼
付
は
不
可
。

〈
ス
ケ
ッ
チ
〉

　

八
つ
切
画
用
紙　

約
38
㎝
×
27
㎝
（
Ｆ
４
号

　

サ
イ
ズ
）
を
使
用
。

　

画
材
は
自
由
。

おしらせ

京
都
府

職
員　

（
警
察
事
務
）

第
２
回

京
都
府

警
察
官

８
月
14
日

（
金
）～　

８
月
28
日

（
金
）　
　

正
午
ま
で

７
月
７
日

（
火
）～　

８
月
12
日

（
水
）　
　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト　 受

付
期
間８

月
14
日

（
金
）～　

８
月
28
日

（
金
）　
　

７
月
７
日

（
火
）～　

８
月
19
日

（
水
）　
　

郵　

送

９
月
27
日

（
日
）　　

９
月
20
日

（
日
）　　

第
１
次

試
験
日

自
衛
官

候
補
生

一
般
曹

候
補
生

航
空
学
生

募
集
種
目女

子
男
子

８
月
１
日
（
土
）

　

～
９
月
８
日
（
火
）

通　

年

８
月
１
日
（
土
）

　

～
９
月
８
日
（
火
）

８
月
１
日
（
土
）

　

～
９
月
８
日
（
火
）

受
付
期
間

９
月
25
日
（
金
）

　

～
29
日
（
火
）※

受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

１
次
：
９
月
18
日
（
金
）

　
　
　
・
19
日
（
土
）

２
次
：
10
月
８
日
（
木
）

　
　
　

～
14
日（
水
）※

１
次
：
９
月
23
日
（
水
）

２
次
：
10
月
17
日
（
土
）

　
　
　
～
22
日（
木
）※

試
験
期
日

�



　

※
フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
は
、
作
品
の
撮
影
ま
た

　
　

は
制
作
の
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、

　
　

個
人
の
作
品
で
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

　
　

品
に
限
る
。）

　
　

ま
た
、
応
募
点
数
は
１
人
各
２
点
ま
で
（
入

　
　

賞
は
１
人
１
点
）。

審
査
・
表
彰　

〈
審
査
方
法
〉

　

審
査
会
を
設
け
厳
選
し
ま
す
。
な
お
入
選
者
に

　

は
10
月
中
に
電
話
も
し
く
は
郵
送
で
ご
連
絡
し

　

ま
す
。

〈
表
彰
〉

　

表
彰
式
は
11
月
７
日（
土
）～
８
日（
日
）、
茶

　

源
郷
ま
つ
り
で
行
う
予
定
で
す
。

賞　

・
最
優
秀
賞
（
各
１
点
）・
特
選
（
各
１
点
）

　
　

・
佳
作
（
各
３
点
）

　
　

・
日
本
遺
産
認
定
記
念
特
別
賞
（
各
１
点
）

問
合
せ　

和
束
町
地
域
力
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１

⃝

笠
置
町

人
権
相
談
・
行
政
相
談

実
施
日　

８
月
18
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
㈹

⃝

和
束
町

行
政
相
談

実
施
日　

８
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
㈹

人
権
相
談

実
施
日　

８
月
27
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

⃝

南
山
城
村

合
同
相
談
・
無
料
法
律
相
談

合
同
相
談

日　

時　

８
月
20
日（
木
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

無
料
法
律
相
談

実
施
日　

８
月
20
日（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

　
　
　

※
無
料
法
律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

日　

程　

８
月
18
日（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

　
　
　
　

程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
８
月
11
日

　
　
　
　
（
火
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

　
　
　
　

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
し
ょ
う
が
い
者
の

方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
、
相
談
を
受
け
ま
す
。

費　

用　

無
料

実
施
日　

８
月
11
日
（
火
）・
８
月
25
日
（
火
）

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１
ー
10	

　
　
　
　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１
ま
た
は

　
　
　
　

☎
０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
（
ス
タ
ッ
フ
常
駐
）

★
右
記
時
間
以
外
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
１
回

　

筋
・
神
経
系
難
病
専
門
医
相
談

　

筋
・
神
経
系
難
病
に
係
る
病
気
や
療
養
生
活

上
で
の
不
安
等
に
つ
い
て
、
専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
日　

９
月
１
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
個
別
相
談
・
時
間
予
約
制
）

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

対
象
者　

筋
・
神
経
系
難
病
患
者（
疑
い
の
あ
る

　
　
　
　

者
を
含
む
）
と
そ
の
家
族

【
対
象
疾
患
】

　

脊
髄
小
脳
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連

疾
患
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
進
行
性
核
上
性
麻

痺
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
）、
多
系
統
萎

縮
症
（
線
条
体
黒
質
変
性
症
、シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー

ガ
ー
症
候
群
、
オ
リ
ー
ブ
・
橋
・
小
脳
萎
縮
症
）、

多
発
性
硬
化
症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、
ハ

ン
チ
ン
ト
ン
病
等

申
込
み　

８
月
21
日
（
金
）
ま
で　

相
談
無
料
。

問
合
せ　

京
都
府
山
城
南
保
健
所
保
健
室
へ
申
し

　
　
　
　

込
ん
で
く
だ
さ
い
（
要
予
約
）

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
９
８
１

出
張
が
ん
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
す
る

窓
口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
で
出
張

個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

実
施
日　

８
月
４
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

保
健
師
又
は
看
護
師

８
月

実
施
日

24
日
（
月
）

21
日
（
金
）

高
尾
公
民
館

童
仙
房
公
民
館
場　

所

８
月

実
施
日

28
日
（
金
）

26
日
（
水
）

19
日
（
水
）

４
日
（
火
）

笠
置
会
館

産
業
振
興
会
館

東
部
集
会
所

飛
鳥
路
集
会
所
場　

所

おしらせ

相
　
談

�



相
談
料　

無
料

予　

約　

事
前
に
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
張
相
談
以
外
に
が
ん
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
で
通
常
相
談
（
電
話
及
び
対
面
）

を
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43

　
　
　
　

メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４

警
察
相
談

　

９
月
11
日
（
金
）
は
警
察
相
談
の
日
で
す
。

　

木
津
警
察
署
で
は
、
当
日
午
後
１
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
に

お
い
て
１
日
出
張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ど

ん
な
悩
み
ご
と
で
も
結
構
で
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
無
料
。

対
象
者　

笠
置
町
、和
束
町
、南
山
城
村
在
住
の
方

問
合
せ　

警
察
総
合
相
談
室

　
　
　
　

＃
９
１
１
０（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
４
１
４
・
０
１
１
０

　
　
　
　

木
津
警
察
署

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

『
10
月
１
日
か
ら
し
尿
く
み
取
り

手
数
料
が
10
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

１
２
６
円
に
な
り
ま
す
』

　

新
券（
１
２
６
円
券
）
の
販
売
は
、
８
月
３
日

（
月
）か
ら
、各
町
村
役
場
と
指
定
金
融
機
関
等
で

行
い
ま
す
。
現
行
券（
１
１
０
円
券
）を
お
持
ち

の
方
で
、使
用
さ
れ
な
い
場
合
は
、各
町
村
役
場

「緑の募金」に和束町では６０，３００円、
南山城村では４７，０７０円をいただきました。
　「緑の募金」に和束町では 60,300 円、南山城村
では 47,070 円をいただきました。
　緑の募金（春季）には、各地区・自治会のご協
力により、ご家庭や事業所などのみなさまから多
くの募金をいただきありがとうございました。
　寄せられた募金は、公益社団法人京都モデルフォレスト協会で集約
され植樹活動や環境学習などの緑化関係事業に利用される予定です。
　昨年度、町村においては地域緑化の推進事業として植樹等の取り組
みを行いました。

お盆期間における笠置町循環
バス運行のお知らせ

　８月 14 日（金）から８月 16 日（日）
の期間については、土日祝用ダイヤでの
運行とさせていただきます。

問合せ　笠置町企画観光課
　　　　☎０７４３・95・２３０１

で
返
金
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
㈹

　
　
　
　

和
束
町
農
村
振
興
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
㈹

　
　
　
　

南
山
城
村
産
業
生
活
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
５

　
　
　
　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
事
務
局

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
72
・
０
４
２
１

下
水
道
の
接
続
工
事
に
つ
い
て

　

下
水
道
（
排
水
設
備
）
の
工
事
は
、
必
ず
和

束
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

　

排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
と
は
、
下
水
道
に

関
す
る
法
律
や
基
準
に
あ
っ
た
適
切
な
施
工
を

行
う
の
に
必
要
な
技
術
を
修
得
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
、
指
定
を
受
け
た
者
を
い
い
ま
す
。

　

町
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
者
が
下
水
道
の

工
事
を
施
工
し
た
場
合
に
は
、
適
切
な
施
工
と

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
無
断
接
続
や
不
正
接
続
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
町
条
例
に
よ
り
過
料
を
科
す
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ　

和
束
町
建
設
事
業
課
上
下
水
道
係

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１

　
　
　
　
（
内
線
２
４
３
）

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
活
フ
ェ
ス

　

福
祉
の
合
同
就
職
説
明
会
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
就
活
フ
ェ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
福
祉
職
場
と
出
会
え
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
の
で
、
福
祉
に
興
味
の
あ
る
方
、
地
元

で
働
き
た
い
方
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

①
９
月
12
日（
土
）
②
９
月
26
日（
土
）

時　

間　

①
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　

②
午
前
11
時
～
午
後
３
時

場　

所　

①
文
化
パ
ル
ク
城
陽

　
　
　
　

②
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原
２
階
平
安
コ
ー
ト

対　

象　

求
職
者
、
福
祉
職
場
に
興
味
の
あ
る
方

問
合
せ　

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
２
９
４
・
５
１
１

　
　
　
　

０
７
５
・
２
１
３
・
５
６
１
２

和
束
町
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞
会

「
ボ
ク
と
ガ
ク
あ
の
夏
の
も
の
が
た
り
」

実
施
日　

８
月
27
日（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～　
（
午
後
１
時
開
場
）

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階
大
ホ
ー
ル

入　

場　

無
料

問
合
せ　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

和
束
町「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
」

人
権
パ
ネ
ル
展
開
催

　

京
都
府
で
は
毎
年
８
月
を
「
人
権
強
調
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
府
下
一
斉
に
差

別
や
人
権
問
題
を
無
く
す
た
め
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

和
束
町
で
は
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
「
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
無
く
す
」
を
テ
ー
マ
に
人
権
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期　

間　

８
月
１
日
（
土
）
～
８
月
31
日
（
月
）
ま
で

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

映
画「
ヒ
ッ
ク
と
ド
ラ
ゴ
ン
２
」

上
映
会

実
施
日　

８
月
29
日（
土
）

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
（
午
前
10
時
開
場
）

会　

場　

南
山
城
村
文
化
会
館

入
場
料　

無
料
（
要
予
約
）

問
合
せ　

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
６
０

　
　
　
　

０
７
４
３
・
93
・
０
５
９
６

おしらせ

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 27 年６月受付）。
　氏　名：匿名希望　　住　所：三重県伊賀市　　寄附金：20,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

そ
の
他

通常ダイヤ ～８月 13 日（木）

土日祝用ダイヤ ８月14日（金）～16日（日）

通常ダイヤ ８月 17 日（月）～

環
境
・
衛
生

�



和束町体験交流センター図書室より ３町村図書室より

南山城村図書室より

★ Pick UP ★
　「辞書になった男　ケン
ボー先生と山田先生」

　理想の辞書を追求して
いた２人の男はやがて決
別し、２冊の国民的辞書
を作った。１冊の辞書がなぜ２つに分か
れたのか？なぜ、決別したのか？ことば
に人生を捧げた２人の男の物語

3 町村のどなたでも借りられます。最寄りの図書室でリクエストして下さい。

Q
今
年
３
月
に
塾
に
入
っ
た
高
校
生
の
息
子
が
そ
の
３
カ
月
後
に
辞

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
業
者
に
先
払
い
し
た
夏
季
講
習
費
用
を
含
む

半
年
分
の
授
業
料
40
万
円
の
内
、
未
受
講
分
の
返
金
を
求
め
た
と
こ
ろ

一
切
返
金
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
契
約
書
に
は
契
約
後
８
日
間
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
と
書
い
て
あ
る
が
中
途
解
約
に
つ
い
て
は

記
載
が
な
い
。

A
学
習
塾
や
語
学
教
室
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
２
カ
月

を
超
え
契
約
金
額
が
５
万
円
を
超
え
る
契
約
に
つ
い
て
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
契
約
書
面
の
交
付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
中
途
解
約
の
場
合
の
違
約
金
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
て
学

習
塾
の
場
合
、
２
万
円
ま
た
は
１
カ
月
分
の
受
講
料
、
ど
ち
ら
か
低
い

金
額
を
超
え
て
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
業
者
は
契
約
書
に

中
途
解
約
の
違
約
金
に
つ
い
て
記
載
す
る
義
務
が
あ
り
、
先
払
い
し
た

40
万
円
の
中
か
ら
受
講
済
み
の
代
金
と
違
約
金
を
差
し
引
い
た
金
額
を

返
金
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
返
金
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
も
あ
き

ら
め
ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
※
７
月
１
日
か
ら
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
等
を
案
内
す
る
「
消
費
者

　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、３
桁
の
電
話
番
号
１
８
８
番
で
も
案
内
を

　
　
開
始
し
ま
し
た
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
・
休
日
、年
末
年
始
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階

　
　
　
　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）
は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

先
払
い
し
た
学
習
塾
の
受
講
料

中
途
解
約
で
返
金
し
て
も
ら
え
る
？

　☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　８月９日（日）午後２時～
　場　所　和束町体験交流センター図書室

　青少年読書感想文コンクール課題図書をそろ
えています。ぜひご利用ください。

　☆『おはなし会』のご案内
　日　時　８月 23 日（日）午後２時～
　場　所　南山城村図書室

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743-95-2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774-78-4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743-93-0522

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書
辞書になった男　ケンボー先生と山田先生 佐々木　健一
ラプラスの魔女 東野　圭吾
かんたん、おしゃれな作りおきジャーサラダ 黒木　優子

児童書
あまねく神竜　住まう国 荻原　規子
りんごちゃんと、おひさまの森のなかまたち① 太田　知子
おとのさま、ひこうきにのる 中川　ひろたか

和　束　町

一般書
ラプラスの魔女 東野　圭吾
火花 又吉　直樹
おとなの教養 池上　彰

児童書
かわいいかくれんぼ サトウハチロー
あみだだだ 谷川　俊太郎
ふしぎなともだち たじま　ゆきひこ

南山城村

一般書
鎌倉川岸捕物控（二十六の巻）閉門謹慎 佐伯　泰英
編んで作る布ぞうり ブテッィク社
にじいろガーデン 小川　糸

児童書
齋藤孝のイッキによめる名作選　２・３年 齋藤　孝
まめうしくんこんにちは あきやま　ただし
セロ弾きのゴーシュ 藤城 誠治

図 書 室
　 だ よ り

消費者
生　活図書図書

�
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相
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郡
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平

田
23番

地
の

1
TEL：

0774-78-0120　
　

FA
X

：
0774-78-0121

「未来にはばたけ
元気な子！」写真募集！

対象：笠置町・和束町・南山城村
　　　在住で、３歳までの幼児。
　　　応募方法については、相
　　　楽東部広域連合のホーム
　　　ページをご覧ください。

　http://www.rengou.jp/
※ご提供いただいた写真および個人
　情報は「広報　れんけい」以外の
　目的には使用いたしません。

問合せ　相楽東部広域連合総務課
☎０７７４－７８－０１２０
e-mail  rengou-soumu@
　　　　rengou.jp

● 　笠　置　町　●
人　口　1,493 人　（−3）
世帯数　　663世帯（−4）

　〒619-1303　京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743-95-2301
FAX：0743-95-2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,294 人 　（−12）
世帯数　1,741 世帯（−2）

　〒619-1212　京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774-78-3001
FAX：0774-78-2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,931 人　（−2）
世帯数　1,243 世帯（±0）

　〒619-1411　京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743-93-0101
FAX：0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成27年 7月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

未来にはばたけ　元気な子！

　森
もり

脇
わき

　果
か

穂
ほ

ちゃん
和束町　別所
平成 25 年６月４日生

いつも笑顔いっぱいで
す！

　森
もり

脇
わき

　結
ゆ

菜
な

ちゃん
和束町　別所
平成 23 年 12 月 17 日生

すくすく元気に育ってい
ます！

　池
いけ

谷
たに

　友
とも

希
き

くん
南山城村　北大河原
平成 24 年 11 月 2 日生

反抗期真っ只中！我が家
のわんぱくぼーい！

　家庭から出される生ごみの大半を水分が占めています。生ごみを捨てる前に
水気を絞ることでごみの減量化につながります。
　また、他に次のようなメリットがあります。
　
　　・水分を取り除くことによって、腐敗や悪臭を抑える。
　　・ごみが軽くなり、持ち運びやすくなる。
　　・水分が減ることで、焼却率が上がり、CO2の削減にもつながります。

水切りの方法

　　・野菜等は洗う前に皮を剥き、濡らさないようにしましょう。
　　・流し台の三角コーナーの生ごみは、捨てる前に古新聞紙等で水気を絞って
　　　から捨てましょう。

　　　ご協力よろしくお願いします。
　　　　　　　　

問合せ　相楽東部クリーンセンター　☎０７７４－７８－４１５３

８月３日開始の小型家電リサイクルにもご協力ください。

生ごみの水切りについて！
環境環境


